
2025

12
No 705

第 55回 新冠町民文化祭「芸能発表会」

ルノールバレエグループの優雅な舞い 



令和７年度

新冠町功労賞・善行賞贈呈式

自
治
功
労
賞

○
鳴
海　

修
司
さ
ん
（
字
本
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
町
長
と
し
て
自
治
の
振
興

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
文
化
功
労
賞

○
中
村　

陸
男
さ
ん
（
字
中
央
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
と
し
て
地
域
の

生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

○
松
本　

健
さ
ん
（
字
若
園
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
と
し
て
地
域
の

生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
当
日
は
ご
都
合
に
よ
り
欠
席

さ
れ
ま
し
た
。

○
石
田　

正
胤
さ
ん
（
字
東
泊
津
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
と
し
て
地
域
の

生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

○
飛
渡　

勝
廣
さ
ん
（
字
中
央
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域

の
生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

○
小
泉　

弘
明
さ
ん
（
字
東
泊
津
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域

の
生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

○
橋
本　

浩
さ
ん
（
字
東
泊
津
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域

の
生
活
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
ご
都
合
に
よ
り
欠

席
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

○
故 

八
木　

真
樹
さ
ん
（
字
北
星
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
者
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

善
行
賞

○
札
幌
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

（
札
幌
市
中
央
区
）

　

本
町
の
発
展
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
56
回
目
を
迎
え
る
新
冠
町
功
労

賞
・
善
行
賞
の
贈
呈
式
が
、
11
月
３
日
文
化

の
日
に
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
町
長
の
式
辞
の
後
、

受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
町
長
か
ら
功
労
章
や

表
彰
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
冠
町
議
会
議
長
氏
家
良
美
さ

ん
か
ら
祝
辞
、
町
内
の
青
年
を
代
表
し
て
新

冠
町
青
年
団
体
連
絡
会
議
議
長
工
藤
紘
士
さ

ん
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第５５回 新冠町民文化祭

芸能発表会・総合作品展
　

新
冠
町
文
化
協
会
は
、
レ
・
コ
ー
ド

館
で
第
55
回
新
冠
町
民
文
化
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
の
「
芸
能
発
表
会
」
で

は
、
町
文
化
協
会
加
盟
団
体
と
新
冠
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
計
13
団
体
が
出
演
し
、

３
5
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
24
日
か
ら
26
日
に
開
か

れ
た
「
総
合
作
品
展
」
で
は
、
協
会
加

盟
団
体
や
町
内
の
小
中
学
校
な
ど
11
団

体
と
個
人
が
作
品
を
出
展
し
、
延
べ

６
１
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

出
演
者
・
出
展
者
と
も
に
日
頃
の
成
果

を
披
露
し
、
会
場
は
多
彩
な
文
化
と
芸
術

に
触
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
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ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

10
月
28
日
、
新
冠
中
学
校
の

2
年
生
が
職
場
訪
問
の
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
毎
年
実
施
さ
れ

て
お
り
、
今
年
は
町
内
外
の
15

事
業
所
が
生
徒
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　

日
高
中
部
消
防
組
合
新
冠
支

署
で
は
、
要
望
が
あ
っ
た
ロ
ー

プ
渡
り
訓
練
も
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
は
想
像
以
上
の
体
力
を
要

す
こ
と
に
驚
き
な
が
ら
も
、
し
っ

か
り
と
渡
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

新
冠
中
学
校
２
年
生
が
職
場
体
験

町
内
外
の
15
事
業
所
が
受
け
入
れ

　

10
月
27
日
、
日
高
信
用
金
庫

（
新
保
雄
司
理
事
長
）
か
ら
、
に

い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ

ブ
の
敷
地
に
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
若
木
１
本
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

扇
谷
芳
憲
静
内
支
店
長
は
、

「
今
年
で
５
年
目
と
な
る
桜
の
木

の
寄
贈
で
す
。
乗
馬
ク
ラ
ブ
の

周
り
が
桜
で
華
や
か
に
な
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
目
に
留
ま
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

日
高
信
用
金
庫
が

環
境
整
備
事
業
と
し
て
桜
を
寄
贈

　

10
月
14
日
、
北
海
道
木
材
産

業
協
同
組
合
連
合
会
と
北
海
道

森
林
組
合
連
合
会
の
関
係
者
が

役
場
を
訪
れ
、
木
材
の
利
用
促

進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
公
共
施
設
の
新
築
時

に
は
地
元
工
場
で
加
工
し
た
木
材

を
活
用
し
て
ほ
し
い
こ
と
や
、
道

産
木
材
の
利
用
を
一
層
推
進
し
て

ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

要
望
を
受
け
、山
本
町
長
は
「
木

材
活
用
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
地
域
の
木
を
地
域
の
建
物
に
」

関
係
団
体
が
町
へ
要
望

　

10
月
８
日
、
町
は
役
場
職
員

を
対
象
に
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
環

と
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
庁
内
業
務

に
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
仕

組
み
や
正
し
い
活
用
方
法
を
学

び
、
実
際
に
生
成
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
を
操
作
し
、
知
識
を
深
め
ま

し
た
。。

庁
内
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
環
と
し
て

職
員
向
け
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
研
修
を
開
催

　

新
冠
小
学
校
は
10
月
３
日
と

28
日
、
北
海
道
開
発
局
の
協
力
を

得
て
、
開
通
前
の
日
高
自
動
車
道

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
９
月
28
日
の
開
通
前

イ
ベ
ン
ト
打
ち
合
わ
せ
時
に
、
同

校
が
「
全
児
童
に
開
通
前
の
高
速

道
路
を
見
せ
た
い
」
と
要
望
し
た

こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
現
場
見
学
の
ほ

か
、
路
面
に
チ
ョ
ー
ク
で
絵
を

描
く
な
ど
、
開
通
前
な
ら
で
は

の
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校
が

日
高
自
動
車
道
を
見
学

　

昨
年
10
月
に
町
内
の
防
災
士
ら

で
設
立
さ
れ
た
「
新
冠
町
防
災
士

の
会
」
が
、
９
月
30
日
よ
り
乳
幼

児
の
い
る
世
帯
へ
の
防
災
バ
ッ
グ

配
布
を
始
め
ま
し
た
。
防
災
バ
ッ

グ
に
は
、
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
に

必
要
と
考
え
ら
れ
る
約
20
点
の
防

災
用
品
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
贈
呈
と
な
っ
た
秋
田

英
敏
さ
ん
一
家
に
は
、
高
橋
歩
夢

会
長
か
ら
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
保
健
師
を
通
じ
て
対

象
世
帯
に
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

防
災
意
識
を
家
庭
へ

新
冠
町
防
災
士
の
会
が
バ
ッ
グ
を
配
布

ス
ワ
ー
ヴ
ア
ラ
ミ
ス
号
と

細
川
さ
ん
が
全
国
大
会
へ

　

９
月
28
日
、
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
た

第
47
回
北
海
道
地
区
乗
馬
大
会
で
、
に
い

か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
職
員
の
細

川
由
妃
さ
ん
が
、
引
退
馬
の
馬
場
馬
術
競

技
で
優
勝
し
、
12
月
７
日
に
行
わ
れ
る
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
は
、
引
退
３
年
以
内
の
元
競

走
馬
が
出
場
可
能
で
、
細
川
さ
ん
は
昨
年

11
月
に
同
ク
ラ
ブ
に
来
た
重
賞
３
勝
馬
ス

ワ
ー
ヴ
ア
ラ
ミ
ス
号
と
出
場
し
ま
し
た
。

　

細
川
さ
ん
は
「
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
も
出

場
す
る
が
、
同
馬
の
フ
ァ
ン
の
た
め
に
も

入
賞
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
全
国

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
、
新
冠
小
学
校
で

学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
１
年
生
の
「
は
な

ま
る 

お
ん
が
く
か
い
」
で
幕
を

開
け
、
児
童
た
ち
は
初
め
て
の

学
習
発
表
会
で
元
気
よ
く
発
表

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
各
学
年
が
劇
や
音

楽
、
総
合
発
表
を
披
露
し
た
ほ
か
、

全
校
児
童
に
よ
る
合
唱
も
行
わ

れ
、
日
頃
の
学
習
や
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
児
童
た
ち
に
、
温
か

い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校
で

学
習
発
表
会

　

10
月
16
日
、
日
高
中
部
消
防

組
合
新
冠
支
署
は
、
小
型
動
力

付
き
の
大
型
水
槽
車
を
更
新
し

ま
し
た
。

　

新
し
い
水
槽
車
は
９
ト
ン
の

水
を
積
載
で
き
、
消
火
活
動
の

給
水
車
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
飲
料
水

の
給
水
車
と
し
て
使
用
で
き
る

ほ
か
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
の
大
型
照
明

装
置
も
備
え
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
現
場
で
の
活
動
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

消
火
・
給
水
の
両
面
で
活
躍

新
冠
支
署
に
新
し
い
大
型
水
槽
車

ビ
ッ
グ
レ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ム
を

新
冠
小
３
年
生
が
見
学

　

10
月
７
日
、
新
冠
小
学
校
の
３
年
生
が

㈲
ビ
ッ
グ
レ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ム
を
訪
れ
、
競

走
馬
に
関
わ
る
仕
事
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

牧
場
で
は
、
は
じ
め
に
１
歳
馬
や
放
牧

休
養
馬
が
坂
道
で
調
教
す
る
様
子
を
見
学

し
、
そ
の
後
、
親
子
馬
を
見
な
が
ら
馬
の

体
重
や
親
離
れ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

成
長
の
過
程
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
の
種
牡
馬
と
の
記
念
撮
影
で
は
、

Ｇ
Ⅰ
を
６
勝
し
た
ゴ
ー
ル
ド
シ
ッ
プ
号
が

登
場
し
ま
し
た
。
撮
影
中
に
同
馬
が
変
顔

し
た
こ
と
に
児
童
が
気
付
く
と
、
撮
影
そ
っ

ち
の
け
で
見
入
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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○運行エリア

 新冠町全域および日高町と新ひだか町の一部

○予約方法と利用料金

・ＬＩＮＥを使用したオンライン予約

　　料金一律２００円

・運行会社への電話による予約

 （有限会社厚賀ハイヤー　☎ 080・1912・7208）

　　料金３００円または５００円

※利用方法などの運行に関する詳細は、下のＱＲ

コードまたは、10 月 24 日町政事務委託文書「メロ

ディー号利用ガイド」をご確認ください

○運行便

第１便　通学通院便（道南バス代替便）【８時台】
・町内予約地を運行後、道南バス停留所（静内駅まで）運行

第２便　通院買物支援便（新冠⇒静内）【10 時台】
・�町内予約地を運行後、『新冠温泉』を経由（10 時 05 分）

して新ひだか町（医療機関等）まで運行

第３便　通院買物支援便（静内⇒新冠）【13 時台】
・新ひだか町（医療機関等）を運行後、『新冠温泉』を経由（13

時 50 分）して町内予約地まで運行

第４便　通学通勤帰宅便【16 時台】
・道南バス（苫小牧行）が『新冠農協前』を通過後（16 時

21 分）、町内予約地まで運行

第５便　通学通勤帰宅便【18 時台】
・道南バス（鵡川行）が『新冠農協前』を通過後（18 時 31 分）、

町内予約地まで運行

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆早川　憲吾	 （大根 40 袋）

☆葛野　弘子	 （古布３袋）

☆田村　かえで	 （古布１袋）

☆藤原　まさ子	 （古布１袋）

☆木村　千鶴子	 （食用菊１袋）

☆ボランティアグループちょぼら
	 （カット布３袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆丸谷　由美子	 （30,000 円）

●福祉事業に役立ててと

☆日高地区郵便局長婦人会日高支部
	 （50,000 円）

☆匿　名	 （古布１袋）

古布寄贈のお願い

　古着や古シーツなど、使用しなく

なったものがありましたら、直接、国

保診療所・老人ホーム恵寿荘・町社会

福祉協議会にご持参ください。

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

12

月

６日（土） ９：30～13：30 おやこの楽しい料理教室
新冠小学校

家庭科室

12 日（金） 13：15～15：30 ５歳児相談

保健センター

16 日（火） 15：00～16：30 フッ素塗布

17 日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座

23 日（火）
受付 10：00～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

　町では、特定健診とがん検診について、年３回保

健センターで行う集団健診の他に、各医療機関での

個別健診を年間通して実施しています。

　今年度、最後の集団健診は令和８年２月８日（日）、

９日（月）を予定しておりますが、ご都合が合わな

い方は個別健診をご検討ください。

○各健診（検診）対象者

　令和７年度、各健診（検診）を受診されていない

方に限ります。

・特定健診

　�40 才以上の国民健康保険加入者、生活保護受給者、

後期高齢者医療保険加入者

・若年健診

　�30 から 39 才の方で、職場で健診を受ける機会が

ない方

・がん検診

　胃・肺・大腸がん：40 才以上の方

○実施医療機関

・特定健診

　受診券発送時に同封している医療機関情報をご確

認ください。

・若年健診

　新冠国保診療所

・がん検診

　�40 から 69 才の方は受診券発送時に同封している

医療機関情報をご確認ください。70 才以上の方は新

冠町国民健康保険診療所で受診してください。

○受診方法

　各医療機関に直接お申込みください。

　実施医療機関がわからないなど、お困りごとがあ

　れば、ぜひご連絡ください。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

●問い合わせ先
　企画課まちづくりグループ企画係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2498

個別健診をご存知ですか？ - 対象の方は忘れずに健診を - 

公共交通バス「メロディー号」と「西新冠地区予約運行方式」に代わり

完全予約制のＡＩオンデマンドバス『メロディー号』が運行しています！

　農業者年金は自分が積み立てた年金保険料とその

運用実績で受け取る年金額が決まる「積立方式」です。

　このため少子高齢化時代でも加入者や受給者の人数

に左右されず、税制面での優遇措置など、農業者だけが

利用できるメリットの多い安心な制度となっています。

○加入要件

①国民年金第１号被保険者であること。

（農業者年金加入後「付加年金」の加入も必要です。）

②年間 60 日以上農業に従事すること。

③年齢が 60 歳未満であること。

○メリット

①積立する保険料の金額は自分で設定でき、いつで

も変更することが可能です。

②納めた保険料は、社会保険料控除の対象となり節

税の効果もあります。

③認定農業者であることなど一定の要件を満たす場

合には保険料の国庫補助があります。

●問い合わせ先　

　新冠町農業委員会　　☎ 0146・47・2472

　新冠町農業協同組合　☎ 0146・47・3111

農業者の皆さまへ

「農業者年金加入」のご案内

　次の町道については、冬期間の通行に支障が考

えられることから通行止めとします。ご迷惑をお

かけしますが、ご協力をお願いします。

○通行止めの路線

①岩清水アブカシャンペ線

　　（入口ゲートからアブカシャンペ橋の間）

②大富東泊津線

　　（大富、宮下宅から東泊津、赤坂宅の間）

③里平新和線１号支線

④共栄３号線

　　（河原宅から胡桑沢宅の間）

○通行止めの期間

　令和７年 12 月１日から

　春先の通行安全を確認した日まで

○その他

　農地での作業や狩猟などでバリケードを開けて通

行した場合には、必ず元の状態に戻してください。

●問い合わせ先：建設水道課建設管理グループ

　　　　　　　　　　　 　☎ 0146・47・2518

町道の冬期間通行止め
のお知らせ

　町では 10 月 15 日より、ＡＩオンデマンドバス『メロディー号』の運行を開始しています。利用は完全予

約制で、当日までの予約状況に対し、ＡＩが各便の最も効率的なルートを設定するため、乗車時間やコスト

を最小限に抑え、自宅から目的地までの移動が可能となりました。

メロディー号
利用ガイド
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新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
は
、
次

の
期
間
を
施
設
点
検
の
た
め
、
臨
時

休
館
日
と
い
た
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
げ
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
休
館
日
時

　

12
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

　

12
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
ま
で

　
　

※
２
日
の
朝
湯
は
営
業
し
ま
す
。

　
　

※�

５
日
は
朝
湯
の
み
休
館
し
、

そ
れ
以
降
は
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
０
０

　

10
月
１
日
付
け
で
、
観
音
隆
志
さ

ん
が
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的
人

権
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
な
ど
の
相
談
を
受
け
た
り
、
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
冠
町
で
は
、
今
回
委
嘱
さ
れ

た
観
音
さ
ん
以
外
に
３
名
の
方
が

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員

　

田
外 

清
さ
ん
、
武
田 

明
美
さ
ん

　

亀
田 

佳
子
さ
ん　

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も

地
域
の
皆
様
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。
各
地
域
に
お
い
て
、
特

設
相
談
所
を
企
画
し
て
お
り
、
新
冠

町
で
は
次
の
日
程
で
開
設
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
３
日
（
水
）

10
時
～
15
時

○
場
所　

レ･

コ
ー
ド
館

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入

学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち

の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

○
ご
融
資
額

　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

○
金
利
　
年
３
・
１
５
％ 

固
定
金
利

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
金
利
が
年

２
・
７
５
％
と
な
り
ま
す
。

（
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
）

○
ご
返
済
期
間　

20
年
以
内

○
お
使
い
み
ち

　

入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
、塾
代
、

自
宅
外
通
学
に
必
要
な
住
居
費
な
ど

○
ご
返
済
方
法

　

毎
月
元
利
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

●
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口
を
常
設
し
、

偶
数
月
に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
自
宅
な
ど
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日
　
時　

12
月
10
日
（
水
）

　

10
時
～
15
時

○
場
　
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

鬼
海　

将
芳　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
労
働
者
の
た
め
、
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

建
設
現
場
で
働
く
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
、
掛
金
を
充
当
し
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全

体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。
退
職
金

は
国
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し

て
、
確
実
に
支
払
わ
れ
る
た
め
安
心
・

安
全
で
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
請
方
式
の
活
用
で

手
続
き
が
便
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

電
子
申
請
方
式
で
は
、
共
済
証
紙
に

代
わ
る
「
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
」
を
電

子
申
請
専
用
サ
イ
ト
で
事
前
に
購
入

し
、
就
労
日
数
を
登
録
す
る
こ
と
で
、

個
々
の
被
共
済
者
に
掛
金
を
充
当
で

き
ま
す
。
事
業
主
は
、
共
済
証
紙
の

購
入
・
貼
付
・
消
印
お
よ
び
現
物
管

理
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
共

済
手
帳
の
新
規
申
し
込
み
な
ど
の
手

続
き
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
建
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
６
７

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

12
月-

１
日
（
月
）
・
３
日
（
水
）

　
　
　

８
日
（
月
）
・
10
日
（
水
）

　
　
　

15
日
（
月
）
・
17
日
（
水
）

　
　
　

22
日
（
月
）
・
24
日
（
水
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

平
日
10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 7年 11月 13日 

 
発 信 枚 数      

 
  本票を含め 1 枚 

 
 
 
 宛 先 
 

 
新冠町役場 企画課 まちづくりグループ 
広報統計係 副主幹兼係長 上村 晃司 様 

 
          ℡ （0146）47－2498   
          FAX（0146）47－2600   

 
 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
 〒０５９－２４１２ 
   北海道新冠郡新冠町字節婦町１０４番地 

    社会福祉法人 新冠ほくと園 
    TEL:47-2009 / FAX：45-700 
          
    ［担当者］ 水口 卓也（新冠町デイサービスセンター内） 
     TEL:47-3500 

件 名 
 

11月号広報原稿について 
 

 
 ［通信覧］  

いつもお世話になっております。 
下記の通りよろしくお願いいたします。 
 

「みると」からのお知らせ 

１１月よりクリスマスケーキの 

ご予約を承っております。限定数に 

達しましたらご予約は締め切りとな 

りますのでお早めにどうぞ 
詳しくは店頭へお問合わせ下さい。 

また、年末餅の予約も始まります 

ので併せてよろしくお願いいたします。 
niikappu sweets marche みると 

TEL･FAX 49-0321 

 
 
 

 
 
 

O A・文具
リバティーはしもと

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

建
退
共
制
度
の
お
知
ら
せ

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

12 月 13 日開催 市民劇団ど・こ～れ新冠
第 28 回定期公演「死神のペドロ」

新
冠
町
人
権
擁
護
委
員

委
嘱
の
お
知
ら
せ

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

「
人
権
週
間
」
に
あ
わ
せ
て

特
設
相
談
所
を
開
設

 

〒 新ひだか町静内 
旭町 1丁目 1-10 

☏ 090-7224-4867 

地元から叶える  
‶私の第一志望校〟 

小 1 高 3 

お任せください!! 
小学校入学～高校卒業まで 

詳
し
く
は 

HP 
へ 

学習塾 
N.WILL 

ひだか総合法律事務所
 弁護士 原　英士 （札幌弁護士会所属）
 弁護士 原 万里子（札幌弁護士会所属）

新ひだか町静内御幸町3-1-78-2F

　0146-43-1206
～　ご遠慮なくご相談ください　～

平日10:00～18:00 (12:00～13:00を除く)

相談

予約

E q u i n e
M y o t h e r a p y
セラピスト;⽵内 真理

Tel; 080-8049-6358 ⽇⾼町富浜
Email; m.equine.myotherapy@gmail.com

⾺の整体、指圧、リラク
ゼーションセラピー
エ ク ワ イ ン

マ イ オ セ ラ ピ ー
インスタグラムからも

問合せOK�

新冠セレモニーハウス
葬儀一式

FAX（0146）49‐2045

新冠郡新冠町字西泊津1－6

新冠葬祭
☎ ( 0146 ) 49‐2044

24時間受付

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

の
ご
案
内

公文式学習は「個人別学習」です。
公文式静内中央教室（幼児～高校生）
℡：090-2698-0448(大友）静内吉野町
mail:ootomo0401@docomo.ne.jp
お気軽にご見学・お問合わせください♪
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西に
し
た
だ
よ
し

忠
義
は
安
政
３
年
（
一
八
五
六
）

に
会
津
藩
（
福
島
県
）
で
生
ま
れ
、

明
治
34
年
（
一
九
〇
一
）
６
月
に

浦
河
支
庁
長
と
し
て
赴
任
し
ま
す
。

日
高
の
産
業
、
教
育
振
興
に
尽
力

し
た
こ
と
で
「
日
高
の
恩
人
」「
至

誠
一
貫
の
人
」
と
し
て
尊
敬
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
35
年
に
は
支
庁
内
の
村
長

や
事
業
代
表
者
と
協
議
を
重
ね
て

日
高
実
業
協
会
を
設
立
し
て
産
業

開
発
を
推
進
。
明
治
40
年
に
は
宮

内
省
主
馬
頭
の
藤ふ

じ
な
み
こ
と
た
だ

波
言
忠
に
軍
馬

改
良
を
進
言
し
て
日
高
種
馬
牧
場

の
浦
河
誘
致
を
実
現
。
交
通
網
の

整
備
と
し
て
静
内
大
橋
の
建
設
を

支
援
し
ま
し
た
。

　

明
治
42
年
８
月
16
日
に
鉄
道
総

裁
の
後
藤
新
平
と
会
合
し
た
翌
日
、

政
府
高
官
と
新
冠
に
向
か
い
ま
す
。

門
別
の
山
中
で
馬
車
が
転
覆
し
て

下
敷
き
と
な
り
右
脚
骨
折
、
肋
骨

挫
傷
の
大
け
が
で
門
別
病
院
に
緊

急
入
院
し
ま
し
た
。
９
月
に
小
樽

支
庁
に
転
任
し
ま
す
が
早
期
の
体

調
回
復
は
難
し
く
、
翌
年
３
月
で

辞
職
し
て
北
海
道
を
去
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
内
省
に
て
『
明
治

天
皇
紀
』
の
編
修
に
従
事
し
ま
し

た
。
昭
和
７
年
（
一
九
三
二
）
７

月
に
日
高
地
方
を
訪
問
し
、
23
日

に
は
日
新
（
新
冠
）
小
学
校
で
講

演
を
し
て
い
ま
す
。   

（
乾 

芳
宏
）

ふ
る
さ
と
探
究 

第
17
回

『
浦
河
支
庁
長 

西 

忠
義
』

浦河支庁時代の 西 忠義

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

今月の一冊

「イン・ザ・メガチャーチ」
著者：朝井　リョウ
出版：日経ＢＰ日本経済新聞出版

　アイドルグループの運営に携わ

ることになったバツイチの男、ス

トレス解消のために推し活にのめ

り込んでいく大学生、ある俳優を

熱狂的に応援する契約社員の女。

三者三様の視点から、人の心を動

かす“物語”の功罪を炙り出す。

作家生活１５周年の記念作品。

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：00～ 15：30	 新冠小学校

16：40～ 17：00	 町民センター前（児童館）

10：05～ 10：20	 新冠小学校

10：50～ 11：05	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

15：00～ 15：30	 新冠小学校

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

16：40～ 17：00	 町民センター前（児童館）

12：45～ 13：10	 新冠中学校

10：50～ 11：05	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

12 月３日

４日

11 日

17 日

19 日

１月８日

新着ガイド
タロットに秘められた物語	 アリソン・デイヴィス

いつも隣に	 案ずるペンギン

世界文化遺産でたどる日本の歴史	 熊倉 浩靖

60 分でわかる !年収の壁超入門 	 土屋 裕昭

地震に強い収納のきほん	 松永 りえ

マンガ防災＆防犯ブック	 草野 かおる

火葬と土葬	 岩田 重則

地理院地図の深掘り	 今尾 恵介

手縫いでつくれることりのぬいぐるみ	 ばんばぱえりあ

親子でおいしい発酵ごはん	 清水 紫織

ベビーサイン図鑑	 吉中 みちる

パジャマあるよと言われても	 大久保 佳代子

なんとなく言語学	 田中 江扶

運命の終い	 奥田 亜希子

明日の幽霊は踊らない	 赤川 次郎

科捜研の砦	 岩井 圭也

真実の幻影	 堂場 瞬一

新・教場　２	 長岡 弘樹

最悪の相棒	 伏尾 美紀

怪異 -百モノ語 -	 椎葉 伊作

　「この本読んでみたいけど図書プラザにには無

いなあ・・」という方はいらっしゃいませんか？

　町民の方は窓口でリクエストしてあなたの選ん

だ本を入荷することができます。話題の本を探し

て、ぜひリクエストしてください。

　また、小さなお子さんがカーペットの上でくつ

ろぎながら本を読んだり積み木で遊んだりできる

「おはなしのへや」も自由にご利用できるほか、

学習スペースも用意しておりますのでこちらもご

利用ください。

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

びっくり箱のおはなし会

　12月は６日（土）に「びっくり箱の冬のお楽しみ会」

を開催するため、定例の読み聞かせ会はお休みします。

１月の定例読み聞かせ（毎月第４土曜日開催）

　１月 24 日（土）10：30 ～

１月の赤ちゃんの絵本の読み聞かせ（毎月第４水曜日開催）

　１月 28 日（水）10：30 ～

図書プラザの有効な利用法のご紹介

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 将来の夢はまだ決

まっていませんが、

大人になっても野

球を続けていきた

いと思います。

德田 琉唯

将来の夢は、まだ

決まっていません

が、大人になって

もギターを続けて

いきたいと思いま

す。

德田 稀衣

ぼくの夢は北海道

日本ハムファイター

ズの選手になって、

ホームラン王など

いろいろなタイト

ルをとりたいです。

鳥潟 佳嗣

主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

場所　図書プラザ　おはなしのへや

昭和３年（1928）９月

「 至 誠 」 忠 義  著
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冬期間も『交通安全』をお願いします！
○凍結路面でのスリップ事故防止
○冬タイヤの確実な装着
○飲酒運転の根絶
○「ハンドサインでストップ運動」で事故防止   静内警察署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
７
年
11
月
28
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
７
年
12
月
号
（
通
巻
705
号
）

人の

うごき

人　口	 4,944 人	 （前月比	 △	24 人）

　男	 2,500 人	 （前月比	 △	 ９人）

　女	 2,444 人	 （前月比	 △	15 人）

世 帯	 2,808 世帯	 （前月比	 △	 ７世帯）
（令和７年 10 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

災害出動件数

４件（ ３ 件）

12件（16件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（１人）

６人（７人）

救急件数

 24件（ 27件）

252件（238件）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

３件（４件）

発生件数

０件（１件）

５件（４件）

区　分

10月

７年１～10 月

区　分

10月

７年１～10 月

戸  籍  の  窓

　

第
八
十
四
話

　

　「
山
奥
の
魚
（
伝
説
）」
（
要
約
文
）

　

あ
る
日
、
一
人
の
男
が
笹
や
ぶ
の
あ
る
山
を

歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
も
の
す
ご
い
夕
立
（
ゆ

う
だ
ち
）
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
山
頂
近
く
に
「
ゴ
ラ
木
」
と
呼

ば
れ
る
空
洞
が
あ
る
木
を
見
つ
け
た
。
こ
れ
は

都
合
が
良
い
と
思
っ
て
し
ば
ら
く
雨
宿
り
を
す

る
こ
と
に
し
た
。
疲
れ
て
い
た
せ
い
か
、
い
つ

の
間
に
か
深
い
眠
り
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

　

ふ
と
目
を
さ
ま
す
と
、
若
い
男
女
の
声
が
聞

こ
え
て
く
る
で
は
な
い
か
。
一
人
ぼ
っ
ち
で
い

た
の
で
う
れ
し
く
な
り
、
声
を
か
け
て
み
よ
う

と
思
っ
た
。

　

「
お
～
い
、
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
～
」
と
大
き

な
声
を
か
け
て
み
た
。
す
る
と
、
急
に
今
ま
で

聞
こ
え
て
い
た
男
女
の
声
が
し
な
く
な
っ
た
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
て
耳
を
澄
ま
せ
て
み
る

と
、
笹
や
ぶ
の
中
で
ガ
サ
ガ
サ
と
音
が
す
る
。

お
そ
る
お
そ
る
笹
や
ぶ
を
か
き
わ
け
な
が
ら

こ
っ
そ
り
と
の
ぞ
き
込
ん
で
み
た
。

　

そ
う
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
夕
立
の
雨

を
利
用
し
て
山
越
を
し
て
い
る
の
が
見
え
た
。

だ
か
ら
、
魚
と
い
う
も
の
は
ど
ん
な
山
奥
に
で

も
住
ん
で
い
る
の
だ
。

【
解
説
】

　

こ
の
お
話
は
、
明
和
や
万
世
に
伝
わ
る
ア
イ

ヌ
伝
説
で
す
。
こ
の
辺
り
に
は
「
ア
ク
マ
ッ
プ

川
」
と
い
う
小
川
が
流
れ
、
新
冠
川
と
通
じ
て

い
ま
す
。
ア
ク
マ
ッ
プ
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
魚
が

い
る
場
所
」
ま
た
は
「
釣
り
針
」
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
昔
は
ヤ
マ
ベ
や
川
ガ
ニ
、
エ
ビ
な
ど

が
た
く
さ
ん
い
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
サ
ケ
の

遡
上
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
自
然
が
豊
か
な

沢
で
す
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

町公式ホームページ 町公式フェイスブック

自然が豊かで水がきれいなアクマップ川。
近くにはアイヌの遺跡であるチャシ跡もあり、
歴史や伝説が息づく場所である。

10 月６日～ 11 月５日までの届出分（敬称略）

●おくやみ申し上げます

菅原　　幸	 　８６歳	 北星町

渕瀨　健一	 　９０歳	 若　園

藤澤　義夫	 　９２歳	 本　町

小笠原美知子	　９５歳	 本　町

白取　春枝	 　８４歳	 北星町

茅野　俊美	 　６６歳	 節婦町

☆広報に掲載してほしくない方は届出

のとき、町民生活課町民生活グループ

住民係へお申し出ください。

●お問い合わせ先
町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112


